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地
域
分
権
と

議
会
存
立

一呂
志
会

〈
不
長

我
が
市
に
お
い
て
は
地
域
分
権
の
流
れ
を
加
速
さ

せ
、
よ
り
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
行
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
兵
庫

県
朝
来
市
で
は
、
平
成
１７
年
４
町
で
の
合
併
か
ら
今

日
ま
で
行
政
運
営
の
柱
に
据
え

「住
民
に
身
近
な
事

業
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
自
ら
決
定
」
に
よ
り
行

政
と
責
任
の
分
担
、
併
せ
て
協
働
型
社
会
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

さ
て
、
子
つ
し
た
流
れ
は
住
民
と
当
局

（執
行
機

関
）
が
意
見
集
約
か
ら
企
画
立
案
、
事
業
実
施
、
事

業
に
対
す
る
評
価
ま
で
の

一
連
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て

完
結
の
状
態
を
生
み
だ
す
流
れ

（成
熟
し
た
社
会
で

の
住
民
自
治
）
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
完
結
の

状
態
の
中
で

「議
会
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
や
政
策
立

案
」
な
ど
を
ど
う
発
揮
し
て
い
く
か
が
議
会
に
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
議
会
の
存
立
の
意
義
が
間

わ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
共
会
派
は
、
市
民
二
―
ズ
や
意
思
を
市
民
目
線
で

把
握
し

「チ

エ
ツ
ク
＆
バ
ラ
ン
ス
」
を
基
調
に
大
所

高
所
か
ら
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
で
議
会
存
立
の
意

義
を
高
め
、
最
も
市
民
に
近
い
自
治
体
の
役
割
で
も

あ
る
住
民
福
祉
向
上
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
市
民
各
位
の
ご
助
言
ご
指

導
お
願
い
致
し
ま
す
。

伊いの
藤ぢ意
順ぢ義
男お
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高志会 (2)

＝

メ

ン

ウィヾ

い

と

う

お

伊

藤

順

男

■

会
長

●

総
務
常
任
委
員
会

●

議
会
運
営
委
員
会

察
３

雲

悪

鳴櫨
・彗
機
寿
饉
，事

議
』

に
し
く
景
気
が
Ｒヽ
い
時
に
は
少
し

健
康
を
害
し
て
も
気
に
か
け
ず
に
働

い
て

い
た

の
が
、

景
気

が

低
迷
す

る

と
気

に
掛

か
る

の
が
自

分

の
健
康

で

守

り

の
姿

勢

に
。

こ
な
が

什
事

の

一

線

か
ら
身

を

退
く

と
え

に
強
く
な

る

傾
向

と
言

わ
れ
ま

す
。

さ

て
、
我

が

由
利
本
荘

下ヽ
は
、

３
人

に

一
人
が

６５

茂

以
上

の
人

口
構
成

で
こ
れ
が
今

後

え

に
追
晨

し
ま
す
。
健
康

日
本

２．
の

長
寿

キ
ー

ワ
ー

ド

は

『
骨
年

給

・
血

管

年

踏

・
腸
年

踏
』

と
謳

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ
を

生
え

る

に
は
元
気

で
活

動

（
働

く
）
。

す

な

わ

ち

「
６５
歳

以

上

の
方

々

が

地

域

の
活

性

化

に
寄

与
」

と
考

え
ま

す
。

■

め

の
姿

勢

で

「
健

康

長
寿

日
本

一
」

の
地

域

を

目

指

し
た

い
も

の
で
す
。

―
紹
介佐i
藤う

賢χ
tヽ

一 ち

■

副
会
長

●
産
業
経
済
常
任
委
員
会

今
、
始
ま

っ
た
事

で
は

な

い
、
市

の
課
題
で
あ
る

少
子
高
齢
化

に
伴
う
人

口

減
、
安
定
し
た
雇
用
の
場
、

農
村
集
落

の
維
持
を
含
め

た
農
業
問
題
等
、
市
民
が

そ
れ
ぞ
れ

の
地
域

で
、
将

来
、
今
よ
り
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
由
利
本
荘
市
創
造

の
課
題
克
服
に
取
り
組
む

本
気
度
を
出
せ
る
の
か
試

さ
れ

て
い
る
。
努
力
を
し

て
い
く
、
そ
の
為

に
は
市

民
皆
さ
ん

の
英
知
を
頂
き

頑
張

っ
て
い
き
た
い
。

た
か
は
し
　
の
ぶ

お

高

橋

信

雄

■

副
会
長

●

建
設
常
任
委
員
会

●

国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会

雇
用
の
確
保
、

創
出
が
優
先
課
題
。

少
子
化
、
過
疎
化
、
人

口
減
少
、
高
齢
化
な
ど

い
ず
れ
の
問
題
に
も
一雇

用
状
況
の
改
善
は
最
優

先
課
題
と
な
る
。

農
業
に
お
い
て
大
規
模

化
と
雇
用
対
策
は
切
り

離
せ
な
い
。

地
域
を
守
る
産
業
を

大
切
に
し
た
い
。

わ
た
な
べ
　
せ
い
い
ち

¨
み
な
と

渡

部

聖

扁
湊

■

幹
事
長

●

教
育
民
生
常
任
委
員
会
●
）議
会
運
営
委
員
会

●

国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会
委
員
長

も

っ
と

熱
く
な
れ
る
か

夏
の
甲
子
園
予
選
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た

「
こ
ま
ち
球
場
」

の
隣

の

「
県
立
総
合
プ

ー
ル
」

で
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
県
中

学
校
総
体
と
東
北
高
校
総
体
の

水
泳
競
技
が
２
週
間
に
わ
た

っ

て
開
催
さ
れ
た
。
水
泳
漬
け
だ

っ

た
が
、
若
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
躍

動
感
と
、
応
援
な
ど
の
熱
気
を

十
分
感
じ
と

っ
た
２
週
間
で
も

あ

っ
た
。
喜
び

も
悔
し
さ
も
、

感
動
も
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
が

重
み
と
な

っ
て
現
れ
る
の
だ
ろ

う
。
課
題
解
決
、
好
結
果
に
導

く
た
め
に
は
も

っ
と
熱
く
な
れ
、

と
振
り
返
り
と
反
省
の
２
週
間

で
も
あ

っ
た
。
（
７
／／／
２５
記
）

■
印
…
会
派
役
員
　
●
印
…
市
議
会
委
員
会

・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

貴ふ

信察

■

会
計

●

産
業
経
済
常
任
委
員
会

●

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
委
員
長

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
が

新
体
制
と
な
り
、
私
が
委
員

長
を
拝
命

し
た

こ
と
を
機

に
、
内
容
を
刷
新
し
ま
し
た
。

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
よ
り
明

る
く
今
流
行
に

（笑
）
、
子

ど
も
た
ち
が
書
い
た
イ
ラ
ス

ト
を
掲
載
し
、
新
た
に
表
決

一
覧
や
常
任
委
員
会
ご
と
の

ぺ
―
ジ
を
追
加
す
る
な
ど
、

「よ
り
見
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
委
員
全
員
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
！
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(3)高志会

＝

メ
ン
バ
ー
紹
介

つ
ち
だ

よ
し
ち
ろ
う

土
田
与
七
郎

■

監
事

●

建
設
常
任
委
員
会

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
十
年
間

の
次
期
総
合
計
画
が
今
年
度
中
に

策
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め

に
市
が
目
指
す

「ま
ち
づ
く
リ
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
計
画
に
は
確
固
た
る
政
治
理

念
に
基
づ
き
、
十
年
先
を
見
据
え

た
明
確
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち

出
す
必
要
が
あ
る
。
市
の
目
指
す
、

ま
た
進
む
べ
き
方
向
が
示
さ
れ
、

理
想
論
に
終
わ
る
事
な
く
、
そ
こ

に
前
進
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な

計
画
を
当
局
、
議
会
、
市
民
が
共

有
し
、
実
践
出
来
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
全
体
的

な
発
展
を
視
野
に
、
議
会
で
十
分

に
議
論
し
て
ま
い
り
た
い
。

か
じ
わ
ら

り
ま
つ
へ
い

梶

原

良

平

●

教
育
民
生
常
任
委
員
会

地
域
で
の
サ
ロ
ン

開
催
に
つ
い
て

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
で

も
が
気
楽
な
気
持
で
参
加
し
、
日
頃

思

っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
え
る

雑
談
会
の
場
、
私
達
の
サ
ロ
ン
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

１００
世
帯
程
の
地
域
で
す
が
、
３
ヶ

所
の
集
会
所
で
そ
の
地
域
の
方
達

が
輪
番
で
毎
月
１
回
地
域
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
の
出
前
講
座
を
受
講
し
た
り
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
や
血

圧
測
定
に
つ
い
て
は
、
都
度
保
健
師

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

も
受
講
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
２０
人
程
で
す
が
、
や
が

て
は
人
の
世
話
に
な
る
時
が
多
く

な
り
ま
す
。
「
い
つ
か
は
通
る
道
」

を
合
い
言
葉
に
自
分
の
地
域
で
の

サ
ロ
ン
開
催
時
に
は
な
る
べ
く
都

合
を
つ
け
て
参
加
し
、
自
分
の
意
見

を
述
べ
、
お
互
い
に
協
力
し
て
い
く

た
め
の
地
域
サ
ロ
ン
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

た
か
は
し
　
か

ず

こ

高

橋

和

子

●

教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長

晨
樹
隊
民
協
②
田
国

私
達
が
学
校
教
育
を
受
け

る
頃
は
、
常
に
都
会
の
学
校
が

教
育
レ
ベ
ル
が
高
く
中
学
の

時
に
転
校
し
た
り
し
た
も
の

で
し
た
。
今
は
全
く
逆
転
し
田

舎
の
学
校
が
全
国

一
に
な
り

ま
し
た
。

今
こ
そ
田
舎
の
良
さ
を
認
識

し
、
「少
子
化
日
本

一
」
返
上

に
力
を
合
わ
せ
ま
し
よ
う
。

「農
村
は
民
族
の
揺
藍

（よ
う

ら
ん
と

で
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
。

な
が
ぬ
ま

ひ
さ
と
し

長

沼

久

利

●

建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

●

国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会

物
語
を
か
た
り
直
す

「
人
口
減
少
」
は
地
方
の
衰

退

・
消
滅
…
。
と
切
迫
し
た
問

題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
今
、

何
を
す
べ
き
か
。
医
療
や
臨
床

心
理
の
世
界
で
使
わ
れ
る

「ナ

ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ

ロ
ー
チ
」

（患

者
の
主
観
を
含
め
た
全
体
性
を

重
視
す
る
）
、

つ
ま
り
、
地
域

の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

「
物
語
」

を
か
た
り
直
す
こ
と
で
良
さ
に

気
づ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
い
や
応
な
し
の
行
政
の
役

割
の
変
換
で
あ
り
、
地
域
の
自

立
性
と
創
造
性
の
向
上
を
促
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
手
腕
が
試
さ
れ
ま
す
。

■
印
…
会
派
役
員
　
●
印
―
一巾
議
会
委
員
会

・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

む
ら
か
み

　

と
お
る

村

上

●

総
務
常
任
委
員
会

●

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

座
し
て
死
を
待
つ

訳
に
は
い
か
な
い

人
口
減
少
少
子
高
齢
化

と

正
面

か

ら
向

き
合

い
、

危
機
感
を
共
有
す
る
中
で
、

国
に
は
定
住

の
為

の
環
境

整
備
を
実
現
し

て
も
ら
う

と
共
に
、
私
達
は
自
立
し
、

お
互
い
知
恵
を
絞
り
協
力

し
合

っ
て
、
地
域

の
再
生

を
図
る
こ
と
が
肝
要
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

亨
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高志会 (4)

地‐域コミユ
ー

=テ
イが秋田を変える

平成 26年 5月 21日 (水)安楽温泉

靡県庁の集藩吉:策専尋]議量書。「愛称・元気ムラ支援室」
平成21年度に「活力ある農村集落づくり推進チーム」として発足。
発足のきつかけは過疎化、高齢化による集落機能の衰退。

鯰鑢城聡ミニニティとは

27900/35000≒ 80%‐
.‐

阪神淡路大震災における要救助者のうち家族や近隣者に救出され
た人約27000人 。全体の約80%にのばり災害時における共助
の役割、コミュニティの重要性が再確認。

り「愛弥 ■麓気ムラ支援菫」の最ミニ塁テイと鐘

そこに住む人一人ひとり(各家庭単位でなく)が生きがいと役割を
持ち、主人公として活躍する舞台装置が用意されている仕組み。

鶉駒内舎 1畿 i台会の変遷
西暦652年 (今から1360年前)中大兄皇子の大化の改新の一環
として制度創設。 5戸まとめて「保」とし、保長が責任者となつて
相互扶助・治安・徴税などに関して連帯責任を負う (本目互監視機能)。
※1597年豊臣秀吉「五人組」の制度を京都で創設。
※明治の大合併で町内会等の形でコミュニティとして存続。
※1943年町内会等は市町村制の中心として法的に位置づけ、市
町村長の許可を得た場合には財産の取得可能となつた。

饒 攀 ζ たヵ ξ馘 滲 電義 陶 ミュニテ刊
とは「生活の場において市民としての自主性と責任を自覚した個人
及び家庭を構成主体として、地域性と各種の共通目的を持つた、
開放的でしかも構成員相互に信頼感のある集団」と定義。

蜀地方自j台体の爾ミュニティ数業と量ミュニティの現 4犬

※
ぞ牒ξ湛昌皇馨讐暫慶ギITaが

法人格取得して団体名義
※2000年・日本都市センタ‐が全国の市を対象に調査したとこ
ろコミュニティ政本を実tt/下睫攣市

は全体の72%。

講師・由利本荘市副市長 」ヽ野 一彦‐氏

◎「主人公は市民」…・自分の自治 ■

聰曇ミュ鼻ティ器環境変化          |
1995年・阪神淡路大震災の発生とその環境
※行政に頼るだけでは、十分な防災・救助活動ができない。
※コミュニティが機能しているところとそうでないところで災害救
助やその後の避難所運営等において大きな違いがでた。
※1995年は「ボランティア元年」といわれる。 □町内会のコミュ
ニティの重要性が改めて認識。           ■

1.地域コミユニテイとは何か?
・個々の住民同士に信頼関係が構築されている
0個々の住民が生活を通じ目標を共有し、その達成のため

に力を合わせる集団

2.住民参加の機会や場をいかに準備すること
ができるかが重要

3.目標に向かつて個々が力を合わせて行動す
る組織力=チームカが強くなつている。
・ (余暇、 レク、運動会が見直されている

→ 都 (東京)の産労総合研究所の調査結果より

4.地域コミュニテイが減災力を育む
・一緒に運動会に参加すること等が住民個々人をつなぐ

■
「多
．″

会
派
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

大
内
地
域
で

初

の
開

催

議
会
や
会
派
の
活
動
報
告
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
様

々
な
意

見
を
伺
い
な
が
ら
今
後
の
活
動

に
生
か
し
て
い
こ
う
と
、
会
派

「高
志
会
」
と
し
て
は
初
め
て
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
６
月

２８
日
、
大
内
地
域

の
Ｊ
Ａ
メ
ー

プ
ル
で
開
催
。
平
日
の
夜
の
開

催
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
か
ら

は
約
６０
人
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
会
派
結
成
理
念
や

行
動
方
針
に

つ
い
て
説
明
し
た

後
、
今
年
度
の
市
の
主
要
事
業

内
容
に

つ
い
て
各
常
任
委
員
会

担
当
か
ら
報
告
。
ま
た
、
平
成

２７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
市

の
新
総
合
計
画
策
定
に
係
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に

つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
参
加
者
か
ら
は
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
持
ち

方
や
、
地
域

で
進
め
ら
れ
て
い

る
小

。
中
学
校

の
統
廃
合
等
の

各
地
域
課
題

へ
の
議
会
の
関
わ

り
方
、
廃
校
舎
の
利
活
用
の
仕

方
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

会
派
で
は
、
こ
れ
ら
の
提
言

や
意
見
を
今
後
の
活
動
に
生
か

す
と
と
も
に
、
市
民
の
声
を
市

に
届
け
市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
よ
り
身

近
な
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
、
会

派
に
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。今
後
も
、
地
域
や
町
内
会
な

ど
、
ど
ん
な
単
位
で
も
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
準
備
等
は
当

会
派
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
会
派

議
員
に
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
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